
―環境・ＳＤＧｓ・共生・防災～多彩なプログラム―
「探究」「体験」学びのテーマいっぱい

〝
脱
炭
素
〟の
先
進
地
、石
狩
市
で
学
ぶ

石
狩
市
企
業
連
携
推
進
課
長
　

加
藤
　
純
さ

ん

に
聞
く

杉
並
工
科
高
校
と
の
交
流

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

教
育
旅
行
を
提
案

新
た
な
魅
力
を
備
え
た
北
海
道
に

観
光
機
構
　

道
外
学
校
の
修
旅
誘
致
に
注
力

北
海
道
観
光
機
構
誘
致
担
当
部
長
　

長
野
　
博
樹
さ
ん

多
様
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
た
な
魅
力
と
な
る
施
設
や
取
り
組
み
が

充
実
す
る
修
旅
誘
致
支
援
策

各
地
の
主
な
取
り
組
み

道
外
学
校
か
ら
の
声

小
川
幸
男
さ
ん

太
田
鋭
一
さ
ん

　
■
道
央
圏
（
石
狩
、
後

志
、
空
知
、
胆
振
、
日
高

地
域
）

　
■
道
南
圏
（
渡
島
、
桧

山
地
域
）

　
■
道
東
圏
（
十
勝
、
釧

路
、
根
室
、
網
走
地
域
）

　
■
道
北
圏
（
上
川
、
留

萌
、
宗
谷
地
域
）

「
石
狩
鍋
」発
祥
の
地

地
産
地
活
の
ま
ち
づ
く
り

杉
並
工
科
高
校
と
の
連
携
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全員で講話を聴く～たくさんの手が上がった（更別村）

湖でのカヌー体験（鹿追町）

ＪＲでの到着を出迎える（北斗市） 大規模な洋上風力発電が展開されている

　
―
―
杉
並
工
科
高
校
と
は

ど
ん
な
交
流
を
。

　

月
に
Ｉ
Ｔ
・
環
境
科
の

２
年
生

人
を
受
け
入
れ
ま

す
。
実
際
の
開
発
現
場
や
自

然
保
護
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
そ
の
取
り
組
み
や
課
題

を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　
地
域
が
存
続
し
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
変
革
を
起

こ
す
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
民
の
方
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
地
域
に
寄
り
添

う
共
感
力
や
課
題
を
抽
出
す

る
感
受
性
な
ど
を
養
う
、
机

の
上
で
学
べ
な
い
機
会
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
一
丸
と
な
っ
て
受
け

入
れ
ま
す
。

　
―
―
今
後
に
向
け
た
取
り

組
み
と
期
待
を
。

　
新
港
地
域
が
全
国
の
探
究

学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
が
進
め
る
再
エ
ネ
の

「
地
産
地
活
」
に
よ
る
産
業

お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
生
か
し
、「
脱
炭

素
」「
デ
ジ
タ
ル
」「
地
域
課

題
」
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
と

し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

教
育
旅
行
を
提
案
す
る
こ
と

で
、若
い
世
代
を
呼
び
込
み
、

将
来
的
な
石
狩
市
の
発
展
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
雄
大
な
自
然
と
独
特
の
歴
史
文
化
を
持
つ
北
海
道
。

民
間
研
究
機
関
の
都
道
府
県
魅
力
度
調
査
で

年
連
続

１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
地
域
で
、
観

光
資
源
も
多
く
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ

る
。
北
海
道
の
面
積
は
、
国
土
の

％
を
占
め
る
。
道

都
「
札
幌
」
が
あ
る
道
央
圏
を
中
心
に
、
サ
ハ
リ
ン
を

望
む
道
北
圏
、
津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
本
州
に
接
す
る
道

南
圏
、
そ
し
て
、
北
方
領
土
や
流
氷
の
海
に
続
く
道
東

圏
ま
で
と
、
非
常
に
広
い
。

　
そ
こ
に
全
国
最
多
の
１
７
９
市
町
村
が
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
地
域
の
個
性
は
豊
か
で
、
環
境
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

共
生
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
の
修
学
旅
行

が
実
施
で
き
る
地
域
で
も
あ
る
。
い
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
た
修
学
旅
行
も
、
２
０
１
９
年
前
の
状

況
に
と
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
北
海
道
で
は
、
改
め
て
官

民
一
体
と
な
っ
て
、
道
外
か
ら
の
誘
致
拡
大
に
向
け
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

酪農体験を楽しんだ（八雲町）

　
（
東
京
都
大
田
区
立
羽
田

中
学
校
長
）

　
初
め
て
北
海
道
で
実
施
し

ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
充
実
し
た
内
容
の
修
学
旅

行
が
で
き
ま
し
た
。
１
日
目

は
函
館
を
見
学
。
２
日
目
か

ら
、
各
地
に
分
か
れ
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
の
多
く
は
１
次
産
業
体

験
が
初
め
て
で
貴
重
な
経
験

に
な
り
、
大
自
然
の
中
で
の

活
動
は
北
海
道
な
ら
で
は
と

感
じ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
生

徒
４
人
が
発
熱
。
し
か
し
、

農
協
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
お

か
げ
で
全
員
揃
っ
て
東
京
に

戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
函
館

の
美
し
い
夜
景
と
地
元
の
温

か
い
心
遣
い
、
生
徒
の
記
憶

に
深
く
残
る
修
学
旅
行
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
道
外
か
ら
の
修
学
旅
行

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

２
０
２
０
年
度
に
は
以
前
の

２
万
６
２
１
２
人
と
７
分
の

１
に
、

年
度
も
約
３
分
の

１
の
７
万
９
６
８
９
人
に
と

減
少
し
た
。
そ
の
後
、
５
類

移
行
を
受
け
て
、

年
度
に

は
１
１
４
６
校
、

万
２
０

６
３
人
に
と
回
復
し
て
き

た
。

　
し
か
し
、
修
学
旅
行
を
巡

っ
て
は
、
物
価
の
高
騰
や
バ

ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
温
暖

化
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
な
ど

の
問
題
が
生
じ
る
と
と
も

に
、
「
総
合
的
な
学
習
（
探

究
）
の
時
間
」
の
設
定
に
伴

う
学
校
側
の
ニ
ー
ズ
も
変

化
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
受

け
入
れ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
で
北
海
道
で

は
、

年
の
北
海
道
新
幹
線

の
函
館
開
業
後
も
、
従
来
か

ら
広
く
知
ら
れ
る
観
光
資
源

だ
け
で
な
く
、
新
た
な
教
育

旅
行
学
習
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

な
る
魅
力
あ
る
施
設
や
取
り

組
み
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。

　

年
に
は
先
住
民
族
で
あ

る
ア
イ
ヌ
の
歴
史
・
文
化
の

復
興
拠
点
と
な
る
民
族
共
生

象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ
イ
」

（
白
老
町
）
が
開
園
し
、


年
に
は
「
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
が
実
現
。

　

年
に
は
日
ハ
ム
球
団
の

ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
と
す
る

「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
」
（
北
広
島
市
）
の
オ

ー
プ
ン
や
、
大
規
模
な
半
導

体
企
業（
千
歳
市
）の
立
地
。

さ
ら
に
先
端
技
術
の
農
業
分

野
で
の
拡
大
、
宇
宙
産
業
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
活
発
化

な
ど
だ
。

　
北
海
道
観
光
機
構
で
は
、

こ
れ
ら
を
生
か
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
を
進
め
、
道
や

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
新

た
な
魅
力
を
加
え
た
北
海
道

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
修
学
旅

行
の
誘
致
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立

植
水
中
学
校
長
）

　
北
海
道
で
の
修
学
旅
行
は

は
４
回
目
で
、
本
校
で
は
定

着
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
北

海
道
新
幹
線
を
利
用
し
、
２

泊
３
日
の
日
程
で
函
館
に
ま

い
り
ま
し
た
が
、
魅
力
は
班

別
研
修
で
す
。
函
館
は
コ
ン

パ
ク
ト
な
街
で
、
生
徒
が
調

べ
歩
く
に
も
街
を
縦
断
す
る

市
電
が
あ
っ
て
便
利
で
す
。

近
代
の
歴
史
を
学
ぶ
コ
ン
テ

ン
ツ
が
豊
富
で
、
元
町
や
ベ

イ
エ
リ
ア
の
雰
囲
気
も
非
常

に
い
い
。
郊
外
に
出
る
と
北

海
道
ら
し
い
自
然
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者

か
ら
の
評
判
も
高
い
の
で
、

今
後
、
北
海
道
へ
の
修
学
旅

行
は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
以

降
、
明
ら
か
に
修
学
旅
行
に

変
化
が
出
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
「
総
合
的

な
学
習
」「
総
合
的
な
探
究
」

の
時
間
の
導
入
に
よ
り
、
従

来
か
ら
の
施
設
や
体
験
に
加

え
、
よ
り
真
の
学
び
が
で
き

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
求
め
る
声

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
狩
市
で
進
め
て
い
る
Ｇ

Ｘ
学
習
は
そ
の
代
表
例
と
い

え
ま
す
が
、
Ｄ
Ｘ
、
最
先
端

産
業
、
防
災
、
減
災
、
観
光

教
育
、
共
生
な
ど
の
幅
広
い

視
点
で
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
東
京
都
の
区
立
中

学
校
生
１
２
０
人
が
来
道
し

ま
し
た
。
十
勝
地
方
で
道
外

中
学
校
の
受
け
入
れ
は
初
で

し
た
が
、
更
別
村
で
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
体

験
や
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構

想
に
つ
い
て
勉
強
。
そ
の
あ

と
鹿
追
町
の
環
境
保
存
セ
ン

タ
ー
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ジ
オ
パ

ー
ク
を
学
習
、
帯
広
畜
大
で

学
食
体
験
な
ど
を
行
い
、
さ

ら
に
、
農
業
運
動
会
へ
の
参

加
や
然
別
湖
の
大
自
然
を
満

喫
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も

実
施
し
、大
変
好
評
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
北
海

道
は
、
そ
れ
に
応
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
修
学
旅
行
を
通
じ
、

「
生
き
る
力
を
育
む
」
北
海

道
で
広
が
る
未
来
へ
の
活
力

を
得
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
検
討
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
観
光
機
構
で
は
、
今
年
度

の
教
育
旅
行
活
性
化
事
業
の

中
で
説
明
会
・
相
談
会
を
拡

充
し
て
開
催
す
る
の
を
は
じ

め
、
地
域
の
受
け
入
れ
態
勢

づ
く
り
や
、
来
道
校
に
対
す

る
支
援
な
ど
を
強
化
。
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
活
用
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

【
誘
致
宣
伝
】

〇
説
明
会
、
相
談
会
の
開
催

　
東
京
、
大
阪
、
宇
都
宮
、

仙
台
の
４
都
市
を
予
定

〇
旅
行
会
社
や
学
校
の
訪
問

活
動

【
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
】

〇
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
な
ど
地

域
の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り

を
促
進

【
来
道
校
に
対
す
る
支
援
】

〇
事
前
下
見
の
招
待

　
来
道
予
定
校
や
検
討
中
の

学
校
の
教
職
員
の
事
前
下
見

を
支
援
す
る
。
特
に
来
道
が

初
め
て
の
学
校
の
場
合
、
受

け
入
れ
先
の
状
況
が
分
か
ら

ず
、
不
安
が
あ
り
、
プ
ラ
ン

が
立
て
づ
ら
い
。

　
実
際
に
現
地
や
宿
泊
施
設

を
見
る
こ
と
で
安
心
し
て
計

画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
事

前
下
見
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
現
地
ま
で
の
交
通
費
と
宿

泊
費
を
機
構
が
負
担
す
る
。

〇
事
前
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣

　
北
海
道
で
の
修
学
旅
行
を

予
定
し
て
い
る
学
校
が
実
施

す
る
事
前
学
習
の
際
に
専
門

講
師
の
派
遣
を
行
う
。
講
師

費
用
は
機
構
が
負
担
す
る
。

〇
教
育
関
係
者
の
視
察
招
待

　
道
内
各
地
の
教
育
旅
行
コ

ン
テ
ン
ツ
を
実
際
に
見
て
も

ら
う
た
め
、
全
国
の
教
育
関

係
者
を
対
象
と
し
た
視
察
招

待
を
行
っ
て
い
る
。
交
通
費

と
宿
泊
費
を
機
構
が
負
担
す

る
。

　
こ
う
し
た
中
で
各
地
域
で

は
、
観
光
機
構
や
関
係
機
関

と
連
携
協
力
し
、
地
域
の
特

色
や
強
み
を
生
か
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
な
ど
教
育
旅
行

の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
に

注
力
。
誘
致
拡
大
に
向
け
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　
各
エ
リ
ア
の
主
な
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

　
人
口
約
２
０
０
万
人
の
道

都
「
札
幌
」
を
囲
む
政
治
経

済
の
中
心
地
で
、
各
種
産
業

や
商
業
施
設
、
文
教
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
が
集
積
。

　
近
郊
に
は
農
地
や
海
、
森

林
が
広
が
り
、
農
業
、
酪
農

業
、
水
産
業
の
ほ
か
、
大
自

然
を
生
か
し
た
観
光
地
も
多

い
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
お
り
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を

生
か
し
た
多
様
な
テ
ー
マ
で

の
学
習
が
で
き
る
。

【
自
然
や
社
会
と
の
共
生
を

考
え
る
】

　
白
老
町
＝
「
ウ
ポ
ポ
イ
」

で
の
ア
イ
ヌ
文
化
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど

【
災
害
復
旧
と
防
災
を
学

ぶ
】

　
厚
真
町
、
洞
爺
湖
町
、
壮

瞥
町
＝
噴
火
や
地
震
災
害
か

ら
の
復
興
や
防
災
の
取
り
組

み【
再
エ
ネ
の
ま
ち
づ
く
り
を

学
ぶ
】

　
石
狩
市
＝
洋
上
風
力
発
電

な
ど
再
エ
ネ
活
用
の
取
り
組

み【
温
暖
化
と
環
境
問
題
を
考

え
る
】

　
札
幌
市
＝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
未

来
都
市
づ
く
り

　
豊
浦
町
＝
養
殖
現
場
か
ら

見
る
海
洋
環
境
な
ど

　
北
海
道
の
最
南
端
に
位
置

し
、
古
く
か
ら
北
海
道
の
玄

関
口
と
し
て
開
発
の
歴
史
を

紡
い
で
き
た
エ
リ
ア
で
、
幕

末
や
開
拓
以
前
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
史
跡
や
文
化
が
集
積

さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
縄
文
遺
跡
群
、
人
気
ア

ニ
メ
の
聖
地
、
日
本
三
大
夜

景
、
広
が
る
大
自
然
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ

る
。

　

年
に
は
、
北
海
道
新
幹

線
が
函
館
ま
で
開
通
し
、
本

州
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
向

上
。
班
別
学
習
で
巡
れ
る
場

所
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
が
あ
る
。

【
縄
文
文
化
や
幕
末
の
歴
史

を
学
ぶ
】

　
函
館
市
、
松
前
町
＝
縄
文

遺
跡
や
幕
末
史
跡
の
探
訪

【
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
考
え
る
】

　
函
館
市
、
北
斗
市
＝
班
別

学
習
に
よ
る
観
光
現
場
の
課

題
研
究

【
自
然
や
海
洋
環
境
を
学

ぶ
】

　
七
飯
町
、
鹿
部
町
＝
湖
や

海
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
見
渡
す
限
り
の
農
地
と
豊

穣
の
海
に
面
し
た
広
大
な
エ

リ
ア
で
、
北
海
道
の
耕
地
面

積
の

％
を
占
め
る
十
勝
平

野
の
農
業
や
酪
農
業
で
は
、

先
端
技
術
の
活
用
が
進
ん
で

い
る
。

　
さ
ら
に
世
界
自
然
遺
産
の

知
床
半
島
、
釧
路
湿
原
、
阿

寒
湖
、
冬
に
は
流
氷
が
押
し

寄
せ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
な

ど
、
自
然
環
境
と
温
暖
化
を

考
え
る
絶
好
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
も
あ
る
。

　
国
際
関
係
が
注
目
さ
れ
る

中
、
北
方
領
土
学
習
の
問
い

合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

【
先
端
技
術
の
活
用
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
考
え
る
】

　
更
別
村
、
鹿
追
町
＝
ス
マ

ー
ト
農
業
や
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
な
ど

【
宇
宙
産
業
へ
の
挑
戦
を
学

ぶ
】

　
大
樹
町
＝
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
や
打
ち
上
げ

【
北
方
領
土
問
題
を
学
ぶ
】

　
根
室
市
、
標
津
町
、
別
海

町
、
中
標
津
町
、
羅
臼
町
＝

講
座
や
目
で
見
る
運
動
へ
の

参
加

　
日
本
列
島
の
最
北
端
に
位

置
す
る
雪
の
多
い
エ
リ
ア

で
、
離
島
も
あ
る
。
有
数
の

農
業
、酪
農
地
帯
で
あ
る
が
、

過
疎
対
策
が
大
き
な
課
題
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
模

索
し
、
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

で
登
録
さ
れ
た
湿
原
が
あ

り
、
環
境
保
全
や
海
の
環
境

維
持
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
戦
争
で
失
っ
た
樺
太
と
の

関
係
を
学
ぶ
平
和
学
習
も
可

能
で
あ
る
。

【
環
境
保
護
を
学
ぶ
】

　
釧
路
市
、
厚
岸
町
＝
湿
原

保
全
や
Ｃ
Ｏ

対
策
な
ど

【
農
都
連
携
を
考
え
る
】

　
東
川
町
、
豊
富
町
＝
農
泊

や
農
業
体
験
な
ど

【
ア
イ
ヌ
の
歴
史
文
化
を
学

ぶ
】

　
旭
川
市
＝
博
物
館
や
関
係

施
設
で
の
交
流
な
ど

◇
　
　
　
　
◇

　
以
上
、
北
海
道
の
修
学
旅

行
誘
致
の
取
り
組
み
や
各
エ

リ
ア
の
状
況
を
紹
介
し
て
き

た
。

　
北
海
道
で
は
他
の
都
府
県

に
見
ら
れ
な
い
豊
か
な
自
然

や
歴
史
文
化
に
加
え
、い
ま
、

新
た
な
魅
力
が
続
々
と
生
ま

れ
て
き
て
い
る
。

　
１
７
９
市
町
村
、各
地
域
、

そ
れ
ら
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
や
強
み
を
生
か
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

修
学
旅
行
は
学
校
生
活
の
一

番
の
思
い
出
と
な
る
行
事

だ
。

　
北
海
道
で
の
修
学
旅
行
を

楽
し
み
、
そ
し
て
学
び
、
考

え
、
未
来
へ
の
力
と
希
望
を

得
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
た
い
。

　
道
都「
札
幌
」に
隣
接
し
、

北
海
道
の
母
な
る
川
・
石
狩

川
の
河
口
に
位
置
す
る
石
狩

市
。
か
つ
て
サ
ケ
と
ニ
シ
ン

漁
で
に
ぎ
わ
い
、
郷
土
料
理

「
石
狩
鍋
」
発
祥
の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
ま
ち
が
、
近
年
は
脱

炭
素
の
先
進
地
と
し
て
国
際

会
議
の
場
で
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
大
規
模
掘
り
込
み
式
の
国

際
貿
易
港
「
石
狩
湾
新
港
」

が
あ
り
、
全
国
に
先
駆
け
た

洋
上
風
力
発
電
所
が
稼
働
。

新
港
の
背
後
に
あ
る
３
千
㌶

の
工
業
団
地
に
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が

活
発
で
、
世
界
に
つ
な
が
る

新
港
の
機
能
を
生
か
し
た
脱

炭
素
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
た

く
ま
し
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
の
再
エ
ネ
普
及
に
向
け

た
制
度
が
整
備
さ
れ
た
の
が

２
０
１
２
年
。
こ
れ
を
受
け

て
陸
上
風
力
や
太
陽
光
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
多
様
な

再
エ
ネ
電
源
の
集
積
が
始
ま

っ
た
。

　
市
で
は
、
「
地
域
で
つ
く

ら
れ
た
再
エ
ネ
を
地
域
で
活

用
す
る
」
と
い
う
意
味
を
持

つ「
地
産
地
活
」が
合
言
葉
。

洋
上
風
力
発
電
な
ど
、
集
積

が
著
し
い
地
元
産
再
エ
ネ
を

強
み
に
、
脱
炭
素
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い

る
。
こ
れ
が
持
続
可
能
な
市

政
運
営
の
財
源
確
保
や
経
済

振
興
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
再
エ
ネ
の
ま
ち

づ
く
り
を
生
か
し
た
教
育
旅

行
の
誘
致
も
手
掛
け
る
。

　
全
国
の
若
い
人
た
ち
に
来

て
も
ら
い
、
実
際
の
現
場
を

見
て
学
び
、
持
続
可
能
な
社

会
を
考
え
る
、
そ
の
場
を
提

供
す
る
方
針
だ
。

　
そ
し
て
、
国
内
の
Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
人
材
の
育
成
や
交
流
人

口
の
拡
大
に
も
つ
な
げ
た
い

と
思
い
は
熱
い
。

　
こ
う
し
た
中
で
昨
年

月

に
行
っ
た
の
が
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ

Ｘ
人
材
の
育
成
を
掲
げ
る
東

京
都
立
杉
並
工
科
高
校
と
の

連
携
協
定
締
結
だ
。

　

年
度
か
ら
探
究
的
学
習

の
文
脈
も
踏
ま
え
、
同
校
の

教
育
旅
行
を
継
続
的
に
受
け

入
れ
る
。

　
生
徒
た
ち
に
事
前
学
習
で

市
の
歴
史
や
課
題
を
知
っ
て

も
ら
い
、
実
際
の
現
場
で
洋

上
風
力
発
電
や
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
す
る
地
場
産
業
を
見
学

し
、学
び
、考
え
て
も
ら
う
。

ま
た
、
地
元
の
中
学
生
と
の

交
流
も
計
画
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
教
育
旅
行
を

通
じ
た
交
流
が
し
っ
か
り
根

付
き
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
楽
し
み
だ
。

　

　

　
石
狩
市
＝
人
口
・
５
万
６

９
３
１
人
（
５
月
現
在
）
▽

面
積
・
約
７
２
２
平
方
㌔
▽

市
の
花
・
ハ
マ
ナ
ス
▽
市
の

木
・
カ
シ
ワ
▽
市
の
鳥
・
カ

モ
メ



～アイヌ民族の歴史・文化を学び伝える～

ウポポイ（　　民族共生象徴空間　　）が開業５周年

毎
年

数
万
人
が
来
場

道
内
外
か
ら
の
教
育
旅
行
で
６
万
人
超

民
族
共
生
象
徴
空
間

「
ウ
ポ
ポ
イ
」運
営
本
部
長
　

村
木
美
幸
さ

ん

多文化共生社会
在り方を学んで

開業５周年に寄せて

体
験
学
習
館

愛
称「
ウ
ポ
ポ
イ
」

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

体
験
交
流
ホ
ー
ル

工
　
房

チ
セ
と
野
外
ス
テ
ー
ジ

教
育
旅
行
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
ア
イ
ヌ
民
族
と
文
化

（７） 第３２７２号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）６月２３日（月曜日）

ウポポイ全景

　
湖
か
ら
の
爽
や
か
な
風
に
つ
つ
ま
れ
て
広
が
る
民
族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
。
国
が
先
住
民
族
で
あ
る

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
復
興
拠
点
と
し
て
２
０
２
０
年
に
北
海
道
白
老
町
ポ
ロ
ト
湖
畔
に
設
置
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
だ
。７
月
で
開
業
５
周
年
を
迎
え
る
。約

㌶
の
敷
地
に
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
や
体
験
交
流
ホ
ー
ル
、

体
験
学
習
館
、
工
房
、
茅
葺
の
チ
セ
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
整
備
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
貴
重
な
文
化
財
や
資
料
の

展
示
、
古
式
舞
踊
の
上
演
、
工
芸
品
の
製
作
実
演
な
ど
多
彩
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。
開
業
が
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
の
時
期
と
重
な
り
、
一
時
、
休
園
す
る
な
ど
苦
心
の
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
約
１
４
０
万
人
、
毎
年

数
万
人
が
来
場
。
修
学
旅
行
で
も
道
内
外
か
ら
６
万
人
を
超
え
る
生
徒
が
訪
れ
る

な
ど
、
北
海
道
の
新
た
な
名
所
と
な
り
、
教
育
旅
行
の
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

茅葺のチセ（家屋）が並ぶコタン（集落）伝統料理の実食（体験学習館）

ムックリ（口琴）の体験（工房）

伝統芸能の上演（体験交流ホール）

　
茅
葺
の
チ
セ
（
家
屋
）
５

棟
に
よ
る
コ
タ
ン
（
集
落
）

を
再
現
。
季
節
に
合
わ
せ
た

生
業
の
公
開
も
行
っ
て
お

り
、
か
つ
て
の
生
活
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ
ヌ
が

敬
う
カ
ム
イ
（
人
間
の
周
り

に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
や
事
象
の
う
ち
、
人
間

に
と
っ
て
重
要
な
働
き
を
す

る
も
の
、
強
い
影
響
が
あ
る

も
の
）
と
の
つ
な
が
り
を
紹

介
す
る
紙
芝
居
や
、
ビ
ン
ゴ

で
遊
び
な
が
ら
動
物
や
民
具

の
ア
イ
ヌ
語
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
参
加
で
き
る
。

　
教
育
旅
行
や
団
体
客
に
対

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
理
解
を
深
め
、
楽
し

ん
で
も
ら
う
施
設
。

　
本
館
は
最
大
２
８
０
人
が

利
用
で
き
る
教
室
に
な
っ
て

お
り
、
人
数
に
応
じ
て
区
切

っ
て
使
う
こ
と
が
で
き
、
ム

ッ
ク
リ
の
演
奏
や
ア
イ
ヌ
料

理
実
食
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
の
が
狙
い
。

　
開
業
後
、
別
館
２
棟
を
増

設
し
て
お
り
、
別
館
で
は
弓

矢
や
ア
イ
ヌ
語
の
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
が
楽
し

め
る
。

　
ア
イ
ヌ
文
化
を
深
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
実
際

に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
が

大
事
で
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
や
強
化
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

【
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〇
弓
矢
、
Ｖ
Ｒ
、
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
な
ど

（
毎
日
）

〇
ア
イ
ヌ
料
理
の
調
理
体
験

（
平
日
の
み
）

〇
ア
イ
ヌ
料
理
「
オ
ハ
ウ
」

の
実
食
（
週
末
の
み
）

　
愛
称
の
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
は

ア
イ
ヌ
語
で
「
（
お
お
ぜ
い

で
）
歌
う
こ
と
」
を
意
味
し

て
い
る
。

　
国
が
２
０
１
４
年
に
拠
点

設
置
の
基
本
方
針
を
決
め
、


年
か
ら
３
年
の
工
期
を
か

け
て
建
設
。

年
７
月
に
開

業
し
、
公
益
財
団
法
人
ア
イ

ヌ
民
族
文
化
財
団
が
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

　
開
園
は
、
平
日
が
９
時
か

ら

時（

～
３
月
は

時
）

で
、
９
～

月
の
土
・
日
・

祝
日
と
７
月
中
旬
～
８
月
は


時
ま
で
。
休
園
は
毎
週
月

曜
日
。
入
場
料
金
は
、
大
人

が
１
２
０
０
円
、
高
校
生
が

６
０
０
円
で
団
体
割
引
も
あ

る
。
中
学
生
以
下
は
無
料
と

な
っ
て
い
る
。

　
一
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

が
５
類
に
移
行
し
た
の
を
受

け
て
活
動
も
本
格
化
。

　
来
場
者
が
よ
り
ア
イ
ヌ
文

化
に
触
れ
て
感
じ
、
学
び
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

新
た
に
弓
矢
や
ア
イ
ヌ
語
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー

ト
な
ど
が
体
験
で
き
る
施
設

を
増
設
。
園
内
を
低
速
で
移

動
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

（

人
乗
り
）
の
導
入
や
、

土
・
日
・
祝
日
の
参
加
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
夏
休
み
期
の
イ

ベ
ン
ト
も
強
化
し
た
。

　
さ
ら
に
、

時
以
降
の
入

場
料
金
の
割
引
を
実
施
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
５
周
年
を
迎
え

る
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
の
施
設
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す

る
。

　
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
を
主
題

と
し
た
日
本
最
北
の
国
立
博

物
館
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
貴

重
な
文
化
財
や
資
料
約
１
万

点
と
映
像
を
収
蔵
し
て
い

る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
視
点
に

立
っ
た
多
彩
な
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
来
場
者
に

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や
文
化

を
紹
介
す
る
。

　
基
本
展
示
室
は
「
私
た
ち

の
こ
と
ば
」「
私
た
ち
の
世

界
」「
私
た
ち
の
く
ら
し
」

「
私
た
ち
の
歴
史
」「
私
た
ち

の
し
ご
と
」「
私
た
ち
の
交

流
」
の
６
つ
の
テ
ー
マ
で
構

成
し
、
展
示
件
数
は
約
８
０

０
点
に
上
る
。

　
中
央
の
プ
ラ
ザ
展
示
か
ら

周
辺
に
自
由
に
回
り
な
が
ら

見
学
し
て
い
く
。
模
型
や
触

れ
る
展
示
物
で
歴
史
と
文
化

を
体
験
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
た
。

　
特
別
展
示
室
で
は
、
世
界

の
先
住
民
族
の
歴
史
、
文
化

に
関
す
る
最
新
の
調
査
・
研

究
の
成
果
を
紹
介
す
る
展
覧

会
な
ど
も
開
催
。

　
週
末
に
は
研
究
員
・
学
芸

員
に
よ
る
展
示
の
解
説
や
誰

で
も
参
加
で
き
る
ア
イ
ヌ
語

教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

っ
て
い
る
。

【
映
像
・
参
加
イ
ベ
ン
ト
】

〇「
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
」

「
世
界
が
注
目
し
た
ア
イ
ヌ

の
技
」「
普
段
着
の
ア
イ
ヌ
」

の
上
映（
シ
ア
タ
ー
、毎
日
）

〇「
展
示
解
説
」「
講
演
会
」

「
ア
イ
ヌ
語
教
室
」
な
ど
の

特
別
イ
ベ
ン
ト（
週
末
な
ど
）

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
古
式
舞
踊
や

各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
歌

や
踊
り
や
語
り
の
上
演
、
ム

ッ
ク
リ
（
口
琴
）
や
ト
ン
コ

リ
（
五
弦
琴
）
の
演
奏
を
行

っ
て
い
る
。

　
定
員
３
０
３
人
の
快
適
な

ホ
ー
ル
は
、
客
席
と
ス
テ
ー

ジ
が
近
く
、
出
演
者
と
顔
の

見
え
る
交
流
が
で
き
、
会
場

一
体
と
な
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

【
実
演
・
映
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〇
「
シ
ノ
ッ
」
（
踊
り
、
遊

び
）、「
イ
メ
ル
」（
稲
光
）

の
上
演（
毎
日
、４
～
５
回
）

〇
「
カ
ム
イ
・
ユ
カ

」
（
神
謡
）
ア
ニ
メ
の
上
映

（
毎
日
）

　
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
木
彫
、

刺
し
ゅ
う
、
織
物
、
編
物
の

製
作
実
演
や
解
説
、
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
を
受
け
て
製
作
で

き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
。
自
分
だ
け
の

特
製
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
や
コ

ー
ス
タ
ー
を
作
っ
て
み
る
の

も
楽
し
い
。

　
ム
ッ
ク
リ
や
、
ト
ン
コ
リ

の
演
奏
に
も
気
軽
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

〇
ム
ッ
ク
リ
、
ト
ン
コ
リ
の

演
奏
体
験
（
毎
日
）

〇
木
彫
、
刺
し
ゅ
う
の
製
作

体
験
（
毎
日
）

　
ま
た
、
コ
タ
ン
前
に
あ
る

広
場
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
夏
季
限
定
で
ア
イ
ヌ
文

化
解
説
や
芸
能
な
ど
の
公
演

を
毎
日
５
～
６
回
開
催
。

　
目
の
前
に
広
が
る
ポ
ロ
ト

湖
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、

ア
イ
ヌ
文
化
の
世
界
に
浸
っ

て
ほ
し
い
。

【
実
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

〇
芸
能
、
紙
芝
居
、
口
承
文

芸
、
ア
イ
ヌ
語
体
験
、
衣
し

ょ
う
体
験
（
チ
セ
、
毎
日
）

〇
ア
イ
ヌ
文
化
解
説
、
芸
能

の
上
演
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

夏
季
限
定
）

　
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
開
業
当

初
に
比
べ
、
お
客
さ
ま
と
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
交
流
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
緒
に
歌
っ
た
り
楽
器
を
演

奏
し
た
り
弓
矢
を
試
し
た

り
、
世
代
を
問
わ
ず
ア
イ
ヌ

文
化
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
最
近
の
教
育
旅
行
で
は
、

生
徒
に
よ
る
探
究
学
習
へ
の

取
り
組
み
が
テ
ー
マ
に
な
っ

て
お
り
、
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
で

も
同
じ
地
域
の
登
別
・
洞
爺

エ
リ
ア
と
連
携
し
、
共
生
社

会
実
現
の
探
究
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
か
ら
の
高
校
生
の
皆

さ
ん
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で「
ウ
ポ
ポ
イ
」を
は
じ
め
、

登
別
・
洞
爺
エ
リ
ア
を
巡
り
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ

と
で
、
テ
ー
マ
で
あ
る
共
生

社
会
の
在
り
方
を
考
え
る
気

づ
き
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。事
前
学
習
、現
地
学
習
、

事
後
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、夏
休
み
期
間
に
は
、

子
供
も
大
人
も
み
ん
な
で
楽

し
め
る
体
験
や
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

も
交
流
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
に

触
れ
、
感
じ
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
園
内
で
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
活

用
い
た
だ
く
な
ど
、
「
ウ
ポ

ポ
イ
」
で
の
１
日
を
夏
の
良

い
思
い
出
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
お

客
さ
ま
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
毎
年
、
道
内
外
の
学
校

か
ら
６
万
人
を
超
え
る
生
徒

た
ち
が
来
場
す
る
。

　
そ
の
教
育
旅
行
の
学
習
に

対
応
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

事
前
に
学
校
や
旅
行
会
社
と

綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
な
が

ら
、
生
徒
た
ち
の
学
習
に
応

え
た
受
け
入
れ
態
勢
を
確
立

し
て
い
る
。

【
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
例
】

（
２
時
間
コ
ー
ス
）

　
博
物
館
（
基
本
展
示
室
）

見
学
、
伝
統
芸
能
鑑
賞
、
自

由
見
学

（
３
時
間
コ
ー
ス
）

　
２
時
間
コ
ー
ス
の
ほ
か
ア

イ
ヌ
料
理
食
体
験
が
プ
ラ
ス

（
１
日
コ
ー
ス

約
４
・
５

時
間
）

　
３
時
間
コ
ー
ス
の
ほ
か
ム

ッ
ク
リ
演
奏
体
験
が
プ
ラ
ス

〇
旅
行
会
社
と
連
携
し
、
周

辺
の
登
別
、
洞
爺
エ
リ
ア
を

巡
り
、
地
元
の
人
た
ち
と
交

流
し
、
多
文
化
共
生
を
考
え

る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供

し
て
い
る
。

　
ア
イ
ヌ
民
族
は
独
自
の
言
語
や
文
化
、
歴
史
を
有
す
る
先
住
民
族
で
、
ア
イ
ヌ

は
ア
イ
ヌ
語
で
「
人
間
」
を
指
す
言
葉
。

　
本
州
北
部
、北
海
道
、樺
太
、千
島
列
島
な
ど
に
住
み
、狩
猟
、漁ぎ

ょ

撈ろ
う

、採
集
、

農
耕
、
周
辺
民
族
と
の
交
易
を
生
業
と
し
、
各
地
に
コ
タ
ン
（
村
ま
た
は
集
落
）

を
形
成
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。

　
現
在
は
、
北
海
道
を
中
心
と
し
て
、
本
州
以
南
や
、
さ
ら
に
海
外
に
も
暮
ら
す

人
が
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
い
て
い
る
。

　
衣
服
や
道
具
、
祭
具
に
見
る
美
し
い
ア
イ
ヌ
文
様
、
ユ
カ

に
代
表
さ
れ
る
口

承
文
芸
、
カ
ム
イ
を
敬
い
感
謝
し
、
と
も
に
楽
し
む
歌
や
踊
り
や
祈
り
な
ど
、
固

有
の
世
界
観
を
伝
承
し
発
展
さ
せ
て
き
た
。

衣
服
の
展
示
（
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
）


